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【要  旨】  
こ の 研 究 の 目 的 は 逐 次 近 似 的 処 理 法 に よ る ノ イ ズ 低 減 ソ フ ト ウ ェ ア  
(three-dimensional iterative image reconstruction; 3D-IIR) を用いて  40 
キロエレクトロンボルト  (kilo-electron volt: keV) の単色  X 線等価画像  
（ virtual monochromatic imaging: VMI）  の画質改善について検討することで
ある。デュアルエナジー  CT 撮影で得られたファントムおよび  31 人の患者の
40 keV の  VMI に対して filtered back projection (FBP)、 50 % の強度の  
adaptive statistical iterative reconstruction (ASiR) を用いた再構成が行
われた。FBP で再構成された画像は更に  3D-IIR を用いた画像処理が行われた。
これらの画像について画質評価を行った。客観的評価および主観的評価のほと
んどの項目が  50% ASiR より  3D-IIR で有意に改善し、また  FBP より  50% ASiR 
で有意に改善した  (それぞれ  p < 0.05)。 40 keV の  VMI は  3D-IIR を用いた
画像処理によって空間分解能を保ったまま画質が改善され、臨床的な有用性が
示唆された。  
